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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、幼児期の定位能力・分化能力の発達的特性を明らかにし、それらの
能力を形成する発達特性に適した運動遊びプログラムを構築することにより、幼児期における発育発達の問題解
決に寄与することである。主な研究成果として、（1）身体を運動課題に応じてコントロールする神経系の運動
能力である定位能力・分化能力の発達は、一時的な停滞や低下の後，著しい向上が認められた、（2）投動作に
おける定位能力・分化能力の発達には、的当て遊びや鉄棒遊びを実施することが効果的であることが認められ
た。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to reveal developmental characteristics of 
orientation and differentiation abilities in early childhood, and to construct motor play program 
suitable for developmental characteristics, in order to contribute to solving problems in physical 
growth and development in early childhood.
As a result of this study, (1) phenomena that the development of orientation and differentiation 
ability stagnated or declined temporarily and then rose remarkably were observed, (2) it was 
effective to perform target hitting play and horizontal-bar play in the development of orientation 
and differentiation ability in throwing motion.

研究分野：幼児の運動発達、コオーディネーション
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究成果の学術的意義は、幼児期のコオーディネーション研究の理論的基礎をまとめ、定位能力・分化能力の
発達的特性をコオーディネーションテストの結果から明らかにした点、及び4歳半前後の年中児に対してそれら
の能力の発達に効果的な運動遊びを実証的に明らかにした点である。また、本研究で提示した運動遊びプログラ
ムは、幼児期のコオーディネーション研究に新たな知見を提供するだけでなく、幼児期における発育発達の問題
解決に寄与することができる点については、社会的意義も備えている。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
近年、幼児期の身体コントロールの未熟さ、動きのぎこちなさが発育発達研究において問題
視されている。これらの問題解決には、幼児期に高めておくことが重要とされる神経系と密接
関わるコオーディネーション能力の視点からアプローチすることが有効である。しかし、幼児
期におけるコオーディネーション能力の発達については、理論的な研究は十分に蓄積されてい
ない。このような動向の中で、コオーディネーション能力の発達的特性を理論的に明らかにし
た上で、その発達特性に適した運動遊びプログラムを構築することが幼児期の運動能力改善へ
の重要な課題になるものと考えられる。 
 
 
２．研究の目的 
本研究は、幼児期において動きの基本とされる定位能力・分化能力に着目し、それらの能力
を測定するテストの開発、実施および発達を促す運動遊びの理論的・実証的分析を行い、①幼
児期の定位能力・分化能力の発達的特性を明らかにし、②それらの能力を形成する発達特性に
適した運動遊びプログラムを構築することにより、幼児期における発育発達の問題解決に寄与
することを目的とした。 
 
 
３．研究の方法 
本研究では、Ⅰ．投動作に関する定位能力・分化能力の発達に効果的な運動遊びの理論的・
実践的解明、Ⅱ．跳動作に関する定位能力・分化能力の発達的特性の解明という 2つの研究課
題領域とそれに対する 7つの作業課題を相互に関連づけながら研究活動を組み立てている。 
（１）初年度（29 年度）は、研究課題領域Ⅰを中心に、①的当て遊びと鉄棒遊びプログラム
の作成、②保育現場において運動遊びの介入（介入前後に投動作に関する定位能力・分化能力
のコオーディネーションテストを行う）。③介入結果から運動遊びの効果を分析。 
（２）次年度（30年度）は、研究課題領域Ⅱを中心に、④跳動作に関する定位能力・分化能
力のコオーディネーションテストの検討、⑤保育現場においてコオーディネーションテストの
実施及びアンケート調査実施、⑥テスト結果から発達的特性を分析、⑦アンケート調査より跳
動作に関する定位能力・分化能力に影響を与えている運動遊びを検討する。 
①～⑦を行うことで、幼児期の定位能力・分化能力の発達的特性および発達段階に適した運
動遊びプログラムを理論的・実践的に解明する。 
 
 
４．研究成果 
本研究は、2 つの研究課題領域とそれに対応する 7 つの作業課題を積み上げ研究を進めた。
概ね順調に研究は進んだが、作業課題⑦アンケート調査より跳動作に関する定位能力・分化能
力に影響を与えている運動遊びの検討については達成できなかった。この点は今後の課題であ
る。本研究における研究活動の成果は、雑誌論文 2件、学会発表 5件である。主な研究成果と
課題は、以下のようにまとめられる。 
投動作に関する定位能力・分化能力の発達的特性を明らかにしたこれまでの研究を継続し、
研究課題Ⅰ．「投動作に関する定位能力・分化能力の発達に効果的な運動遊びの理論的・実践的
解明」については（１）、（２）に研究成果を示した。研究課題Ⅱ．「跳動作に関する定位能力・
分化能力の発達的特性の解明」については、（３）、（４）、（５）に研究成果を示した。 
 
（１）幼児期における定位能力・分化能力の発達と運動遊びとの関連：保護者への調査を対象
にして 
運動遊びプログラム作成のために、コオーディネーションテストを実施した 3～6歳の幼児の
保護者に運動遊びについてのアンケート調査を実施した。投動作に関するコオーディネーショ
ンテスト結果とアンケート調査から、どのような運動遊びが投動作における定位能力・分化能
力の形成に影響を与えているかを検証した。 
その結果、投動作における定位能力・分化能力に直接的に関係があるのはボール遊びと鉄棒
であることが推察され、さらには投能力や投動作の発達に直接的に関係するボール遊びだけを
するよりも、ボールリリース時の握力調整に関係すると考えられる鉄棒も組み合わせて行うこ
とが、投動作における定位能力・分化能力の発達に影響を与えているのではないかと示唆され
た。この結果をもとに検討を重ね、（２）に示す運動遊びを介入した。 
 
（２）幼児期の投運動における定位能力・分化能力の発達的特性：運動遊びの介入が与える効
果に着目して 
定位能力・分化能力が停滞すると考えられる 4歳半前後の年中児に対して、的当て遊びや鉄
棒遊びを介入することで、これらの運動遊びが投動作における定位能力・分化能力の発達に効
果的であるかを検証した。運動遊びは約 1ヶ月週 2回（計 8回）実施し、的当て遊び及び鉄棒
遊びの効果を検討するため、運動遊び実施期間前後に投動作におけるコオーディネーションテ
スト及び握力測定を実施した。また、年中児 3クラスに対して的当て遊び実施群、的当て遊び



と鉄棒遊び実施群、運動遊びを介入しない群に分けて調査を行った。 
その結果、性別により運動遊びの効果の現れる時期が異なることが明らかとなった。男児で
は的当て遊びを実施した群で 4 歳前半から動的なものに対して時空間を把握する定位能力、4
歳後半から異なる重さのボールに対して筋出力を調整する分化能力が発達することが明らかと
なり、投動作における定位能力・分化能力はそれぞれ発達時期が異なることが明らかとなった。
女児では的当て遊びと鉄棒遊びを実施した群で、4 歳前半から静的なものに対して空間を把握
する定位能力、握力調整に関わる分化能力が発達することが明らかとなり、とりわけ鉄棒を握
る力の調整がボールリリース時のコントロールに関係があるのではないかと示唆された。これ
らの結果を踏まえて投動作における定位能力・分化能力の発達に効果的な運動遊びプログラム
の指針を作成した（表 1）。また、運動遊びを介入しない群では特徴的な結果はみられなかった。
これらのことから 4歳半前後に的当て遊びや鉄棒遊びを実施することは、投動作における定位
能力・分化能力の発達に効果的であることが明らかとなった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）幼児期の跳動作における定位能力・分化能力の発達的特性に関する研究：跳動作の質的
変化との関連 
3～6歳の幼児を対象に跳動作に関する 2つのコオーディネーションテスト（跳び箱ターゲッ
トジャンプ、ターゲットホッピング）を実施し、その結果から跳動作における定位能力・分化
能力の発達的特性を跳動作の質的変化との関連から明らかにすることを目的とした。 
その結果、①跳動作に関する定位能力・分化能力の発達的特性は、男女で発達時期が異なり、
女児の方が男児より発達が半年程度早いことが示唆された。②跳び箱ターゲットジャンプにお
いて、踵着地と着地姿勢には関連がみられ、正確に狙って跳ぶことと両足を揃えた着地ができ
ることは、関連することが示唆された。 
 
（４）幼児期の跳動作における定位能力・分化能力の発達的特性に関する研究（Ⅱ）：テスト
項目間の関連に着目して 
跳動作に関するコオーディネーションテスト及び運動能力テスト（図 1）を 3歳～6歳までの
幼児約 400 名を対象に実施した結果から、跳動作における定位能力・分化能力の発達的特性を
明らかにすること及びコオーディネーションテストと運動能力テストとの関連を明らかにする
ことを目的とした。 
その結果、以下の 5 点が明らかとなった。①4 歳後半から狙った所に正確に跳躍する定位能
力・分化能力が発達すること。②6 歳前半から視覚遮断の状態で空間を認知する定位能力が発
達すること。③男児は 4歳後半以降、女児は 4歳前半以降に異なる運動課題において正確に身
体をコントロールする分化能力が発達すること。④エネルギー系の運動能力は年齢とともに発
達するが、身体を運動課題に応じてコントロールする神経系の運動能力である定位能力・分化
能力は、停滞の段階があること。⑤跳躍能力と身体を運動課題に応じてコントロールする能力
は関連していることが明らかとなった。 
 
 
 
 
 
 
 

表１ 投動作における定位能力・分化能力の発達に

効果的な運動遊びプログラムの指針 

発達が期待される能力 性別 4歳前半 4歳後半

男児

女児

男児

女児

男児

女児

男児

女児

静的なものに対する定位能力・分化能力

動的なものに対する定位能力　

異なる重さに対する分化能力

握力調整にかかわる分化能力



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（５）幼児期の跳動作におけるコオーディネーションテストの検討：動的なものに対する定位
能力・分化能力に着目して 
移動標的に対して予測してタイミングよく跳躍するという課題のコオーディネーションテス
ト（図 2）を実施し、その結果から年齢による発達の特徴を検討し、幼児期の跳動作における
定位能力・分化能力の実態を把握することを目的とした。 
その結果、以下の 3点が明らかとなった。①3歳後半～4歳前半頃までは結果にばらつきが多
い。とりわけ1回目は男女ともに3歳後半とそれ以降の年齢群との間に有意差が認められたが、
2回目は 3歳前半に学習効果がみられた。②4歳後半～5歳前半まではターゲットが過ぎてから
跳ぶ傾向がみられ、予測性が不安定な状態であること。③5 歳後半以降は移動標的に対し正確
に跳ぶ割合が高くなり、予測性に安定がみられた。以上より、移動標的に対する跳動作の定位
能力・分化能力の発達は、4歳前半の粗削りな段階から、5歳後半頃に安定することが示唆され
た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（６）今後の課題と展望 
 本研究では、投動作に関する定位能力・分化能力の発達に効果的な運動遊び、跳動作に関す
る定位能力・分化能力の発達的特性が明らかとなった。これらの研究成果は国内外において同

図１ 跳動作に関するコオーディネーションテスト及び運動能力テスト 

図 2 跳動作に関するコオーディネーションテスト 
（タイミングジャンプ） 

※両足連続跳び越しと立ち幅跳びは全国規模で実施

されている運動能力テストに含まれているため、本

研究では「運動能力テスト」として扱った。 



様の研究はなく、幼児のコオーディネーション研究において新しい研究視座と知見を提供する
ものである。しかしながら、作業課題の一つであった「コオーディネーションテストの結果と
アンケート調査との関連から跳動作に関する定位能力・分化能力に影響を与えている運動遊び
を検討すること」については検証が不十分であったため、今後の研究課題とし、継続的に研究
を進める必要がある。さらに、跳動作に関する定位能力・分化能力の発達に効果的な運動遊び
について理論的、実証的に明らかにすることが引き続き今後の課題である。 
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